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１ 2012年度 第2四半期決算報告１．2012年度 第2四半期決算報告

※ 2012年度より、従来「その他」に含めておりました事業の一部（検査・測定機器の
輸入・仕入販売等）を、「AA事業」の区分に変更しております。本資料における前年
同期との比較及び推移につきましては、前年同期の数字を変更後のセグメント区分
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に組替えて表記しております。



１．2012年度 第２四半期決算報告

連結経営成績
《対前年同期・期初計画》

受注高は、前年同期に計上された大型契約※の影響を除くと、ほぼ前年同期と同水準
億 と

受注高

連結経営成績

の1,268億円となる。
受注高

売上高
AA事業が、主に装置メーカ関連市場の需要回復の遅れの影響を受け減収となるが、
BA、LA事業が伸長し、前年同期比1.5％増加の1,048億円となる。

※ BA事業において複数年にわたる大型のサービス契約（市場化テスト）を複数一括計上。

営業利益
営業利益は、期初計画の35億円を達成。 AA事業が装置メーカ向け製品需要の低迷
で減収・減益となったが、BA、LA事業における総合的なソリューション提供や体質改善
取組みにより目標利益を確保。取組みにより目標利益を確保。
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１．2012年度 第２四半期決算報告

営業外・特別損益
《対前年同期》

営業外 特別損益

特別損益に関し、前年同期には特別利益で事業譲渡益（約2億円）を、特別損失で、
東日本大震災による災害損失（約△2億円）をそれぞれ計上。
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１．2012年度 第２四半期決算報告

セグメント別業績
《対前年同期・期初計画》

前年同期に複数年にわたる大型サービス契約を一括計上していた反動で、当期受注高は前年度比16.1％減少の639億
円となる 売上高は 主に海外が伸長し前年同期比2 2％増加の453億円となる セグメント利益は 建築市場低迷によBA

セグメント別業績

円となる。売上高は、主に海外が伸長し前年同期比2.2％増加の453億円となる。セグメント利益は、建築市場低迷によ
る投資の縮小や競争激化が単価に影響し、前年度比では24.0％減少となるが、省エネソリューション提案等による売上
確保が奏功し、期初計画を上回る17億円を計上。

BA

AA 主に半導体やその他関連の装置メーカの市場回復が遅れ、制御機器の需要が低調に推移した結果、受注高は前年同期
比3.3％減少の453億円、売上高は1.8％減少の426億円となる。セグメント利益は、主に減収による影響で前年同期比

LA

21.2％減少の19億円となる。

主に都市ガス・水道メータが増加し、受注高は前年同期比10.5％増加の183億円、売上高は前年同期比8.1％増加の
175億円となる。セグメント損失は、全館空調システムの販売拡大に向けた先行投資を含め、ＬＡ事業全体としては期初
△２億円を計画するが、ガスメータ販売の増益等で改善し、△1億円となる。（前年度は△0億円。）

6© 2012 Azbil Corporation All rights reserved.※ 各セグメントには、セグメント間の内部取引が含まれています。



１．2012年度 第２四半期決算報告

[参考]セグメント別受注高 推移[参考]セグメント別受注高 推移

7© 2012 Azbil Corporation All rights reserved.※ 各セグメントには、セグメント間の内部取引が含まれております。



１．2012年度 第２四半期決算報告

[参考] セグメント別売上高 推移[参考] セグメント別売上高 推移

8© 2012 Azbil Corporation All rights reserved.※ 各セグメントには、セグメント間の内部取引が含まれております。



１．2012年度 第２四半期決算報告

[参考] セグメント利益（営業利益） 推移[参考] セグメント利益（営業利益） 推移

9© 2012 Azbil Corporation All rights reserved.※ 各セグメントには、セグメント間の内部取引が含まれております。



１．2012年度 第２四半期決算報告

海外売上高
リーマンショック以降、円高の影響があったものの着実な事業成長を続けてきたが、直近では半導体やその他製造
装置メーカ向け需要低迷の影響を受ける。

海外売上高

2012年度上期の売上高は96億円。前年同期比では、BA事業が大型の現地資本地域開発ジョブを中心に増収、
AA事業においては現場型計器・コントロールバルブの販売が伸長し、円高と装置メーカ向け製品需要低迷の影響
を補う。

10© 2012 Azbil Corporation All rights reserved.

※ 下期は年間平均レートとなっております。

※ 海外売上高は、現地法人と直接輸出の売上のみを集計しており、間接輸出は含んでおりません。

※ 現地法人の事業年度につきましては、主に12月31日を期末日とする年度を採用しております。



１．2012年度 第２四半期決算報告

連結財政状態
総資産は、売上債権の減少を主因として前期末比145億円減少の2,090億円となる。

連結財政状態
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１．2012年度 第２四半期決算報告（参考）

連結財政状態 推移
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Q末 Q末 Q末 Q末

投資その他資産 有形・無形固定資産 その他流動資産
棚卸資産 売上債権 現預金

Q末 Q末 Q末 Q末

純資産 その他負債 借入金・社債 仕入債務



１．2012年度 第２四半期決算報告

連結キャッシュ・フロー連結キャッシュ フロ
営業活動による資金の増加は、四半期純利益が減少したものの売上債権が減少したことに伴い、
前年同期比48億円増加の74億円となる。

投資活動に使用された資金は、子会社株式の取得等を主として前年同期比7億の増加し、20億
円となる。

財務活動に使用された資金は 前年同期と同水準の35億円となる財務活動に使用された資金は、前年同期と同水準の35億円となる。
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１．2012年度 第２四半期決算報告

[参考] 連結キャッシュ・フロー 推移[参考] 連結キャッシュ フロ 推移
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２ 2012年度 通期業績計画２．2012年度 通期業績計画

※2012年度より 従来「その他」に含めておりました事業の一部（検査・測定機器の

※ 業績予想は、本資料発表日において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

※ 2012年度より、従来「その他」に含めておりました事業の一部（検査・測定機器の
輸入・仕入販売等）を、「AA事業」の区分に変更しております。本資料における前年
同期との比較及び推移につきましては、前年同期の数字を変更後のセグメント区分
に組替え表記しております。
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実際の業績は、今後様々な要因により予想数値と異なる場合があります。



２．2012年度 通期業績計画

事業環境認識事業環境認識

ライフサイクルでの顧客価値提供やエネルギー関連のソリューション提供は
一定の成果を見ているが 足下では事業環境の厳しさ 不透明さが拡大一定の成果を見ているが、足下では事業環境の厳しさ、不透明さが拡大。

欧州経済の低迷・先行き不透明感が中国を始めとする新興国経済の発展・設備投資に影響。

これにより国内装置メーカ各社の業績が悪化し、素材産業の生産にも波及。国内景気減速れにより国内装置 カ各社の業績が悪化し、素材産業の生産にも波及。国内景気減速

が一段と明瞭になる。

半導体や電機電子部品等の関連装置メーカ向けの回復が遅れ、制御機器の需要が

低迷低迷

建築市場における投資は減速傾向にあるが、省エネルギー対策／ライフサイクル対応

などの需要は底堅く存在などの需要は底堅く存在

の重点ポイントの展開は確実に進捗 成果 今後 更に加速し 施策

体質強化を
継続的に
実施できる

地域の拡大と
質的な転換で

技術・製品を
基盤にソリューション

展開で

3つの重点ポイントの展開は確実に進捗・成果。今後、更に加速し、施策
を推し進めていく。

施策展開を支える収益確保のための体質強化を継続・徹底する

実施できる

学習する
企業体

質的な転換で

グローバル
展開

展開で

顧客・社会の
長期パートナーへ
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施策展開を支える収益確保のための体質強化を継続・徹底する。



２．2012年度 通期業績計画

通期連結業績計画

通期連結業績計画を売上高2,250億円（期初計画比△50億円）、営業

通期連結業績計画

通期連結業績計画を売上高2,250億円（期初計画比△50億円）、営業
利益を135億円（期初計画比△15億円）に修正する。

下期における国内外景気の減速、事業環境回復の遅れを見込み、通期売上高目標
を修正。

利益面では、減収の影響があるものの、上期より取組んでいる体質強化策の効果を
見込む。
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２．2012年度 通期業績計画

セグメント別業績計画
BA 通期の売上高は、海外売上の増加等で1,050億円（前年度比+1.1％）を見込む。セグメント利益は、プロ

ジェクト管理の強化と省エネ・ライフサイクルソリューションの着実な進捗による利益率の改善で年間98億
円（前年度比△5.1％）を見込む。

セグメント別業績計画

AA 装置メーカ向けの市場を主に設備投資の回復が遅れており、景気の先行きが引続き不透明なため、通期
の売上高は880億円（前年度比△1.0％） を見込む。セグメント利益は、体質強化策の効果による下期の
改善を見込み、42億円（前年度比+1.0％）を計画する。

通期の売上高は、都市ガスメータの増収等で335億円（前年度比+2 9％）を見込む。利益面では、都市LA 通期の売上高は、都市ガスメ タの増収等で335億円（前年度比+2.9％）を見込む。利益面では、都市
ガスメータ等で増益を計画するが、全館空調システム事業拡大のための先行投資を含めたＬＡ事業全体
としては△5億円（前年度△1億円）を見込む。

18© 2012 Azbil Corporation All rights reserved.※ 各セグメントには、セグメント間の内部取引が含まれています。



２．2012年度 通期業績計画

[参考] セグメント別売上高、セグメント利益（営業利益） 推移

セグメント別売上高 セグメント利益（営業利益）

19© 2012 Azbil Corporation All rights reserved.※ 各セグメントには、セグメント間の内部取引が含まれています。



３ 株主への利益還元３．株主への利益還元
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３．株主への利益還元

2012年度 中間配当・期末配当予想
株主への安定的な利益還元の方針を重視し、公表通り中間配
当・期末配当とも１株当たり31.5円、年間で１株当たり63円の配

2012年度 中間配当 期末配当予想

当を予定する。

10
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※ 参考値



まとめ４．まとめ
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４．まとめ

３つの展開の上期成果
グローバル（海外・国内）でライフサイクルソリューション事業に対する需要が増加。

足下では事業環境の厳しさ 不透明さが拡大

３つの展開の上期成果

足下では事業環境の厳しさ、不透明さが拡大。

収益確保のための体質強化と発展にむけた３つの展開を精力的に推進。

術 製 基盤に プ技術・製品を基盤に、ソリューション展開で、

「顧客・社会の長期パートナー」「顧客・社会の長期パートナー」へ
azbilグループならではのエネルギー
管理ソリューションに不可欠な商品が充実展開１ ~エネルギー管理ソリューション

ＥＮＥＯＰＴＥＮＥＯＰＴ ・・・ 建物から工場までをazbilグループの総合力でカバー
電力需給最適化支援パッケージ「ENEOPTTM pers R120」
中小規模建物、工場向けBEMSアグリゲータ対応エネルギー管理システム
空調設備の遠隔制御サービス「Web-Infilex」 経済産業大臣賞 受賞

ＥＮＥＯＰＴＥＮＥＯＰＴ ・・・ 建物から工場までをazbilグル プの総合力でカバ

地域の拡大と質的な転換で

「グローバル展開」「グローバル展開」展開２
省エネ、MROを切り口としたライフサイクル
ソリューションビジネスの進展~

コントロ ルバルブ事業の拡大に向けた販売体制を整備

左：アズビル 曽禰社長、右：タラワット社
Al-Hashem副会長兼社長

コントロールバルブ事業の拡大に向けた販売体制を整備
～ アズビルサウジアラビア有限会社（営業ライセンス取得、工場着工に向け準備開始）、
インドにバルブ生産・供給拠点を確保

中国ローカル建物市場開拓のための現地企業への資本参加
～北京銀泰永輝知能科技有限公司(子会社化、下期よりPL連結）、 Al Hashem副会長兼社長

体質強化を継続的に実施できる

「学習する企業体」「学習する企業体」を目指す展開３

中節能建築能源管理有限公司（提案活動開始）

スキルアップによる個人・組織のケーパビリティ
拡大と成長分野への投入~

23© 2012 Azbil Corporation All rights reserved.

「アズビルアカデミー」創設 azbilグループでの機能再編成



４．まとめ

今後の展開今後の展開

azbilブランドへの統一を実施
2012年度
～始まりにあたって

３つの展開を表明した

経営体制をあらたに

３つの展開を表明した
（顧客・社会の長期パートナー・グローバル展開・学習する企業体）

「人を中心としたオ トメ ション」をよりご理解・ご支援いただき お客様とともに成長する起点と

長期目標達成に向けた基本方針を継承しつつ、「人を中心としたオートメーション」の探求を掲げ、
顧客関係、価値（範囲・質）の向上を目指し、３つの展開への取組み注力を表明。

「人を中心としたオートメーション」をよりご理解・ご支援いただき、お客様とともに成長する起点と
することの表明として、グローバルで社名を変更し、azbilブランドを推進。

今後さらに、３つの展開の取組みを加速、進化させ、2013年度での成長を
実現し 制定 周年を迎えるため 施策展開とそれを支える柔軟な組織

顧客関係、価値（範囲 質）の向上を目指し、３ の展開 の取組み注力を表明。

実現し、azbil制定10周年を迎えるための施策展開とそれを支える柔軟な組織
運営・最適配置に向けた準備をすすめていく。

エネルギー管理ソリューションの進化、グローバル展開の促進

イ サイク リ シ 観点から グ プとし 多面的接点を活かし お客様 リ チ 中に必要不可欠な

ソリューション展開のための製品ポートフォーリオの充実・拡大

新たな成長領域開拓と地域拡大

24© 2012 Azbil Corporation All rights reserved.

ライフサイクルソリューションの観点から、azbilグループとしての多面的接点を活かし、お客様のバリューチェーンの中に必要不可欠な
ポジションを獲得することでお客様とともに成長し、安定的な収益基盤の確立と企業価値の最大化に努める。



５ 参考資料５．参考資料
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５．参考資料

設備投資・減価償却費・研究開発費設備投資 減価償却費 研究開発費
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azbilazbilグループはグループはazbilazbilグル プは、グル プは、

「人を中心としたオートメーション」で、「人を中心としたオートメーション」で、
人々の「安心・快適・達成感」を実現する人々の「安心・快適・達成感」を実現する
とともに 地球環境に貢献しますとともに 地球環境に貢献しますとともに、地球環境に貢献しますとともに、地球環境に貢献します。
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